





























クを重要視しており（Leki 1991; Ferris 1995），特に文法上の誤りに対する
フィードバックを好む傾向があることが多くの研究で指摘されている（Leki 

























































　この方法では，例えば GA と MA のグループに属する参加者は一貫して
「修正」タイプのフィードバックを受けるため，事後のアンケートでは全員
このタイプのフィードバックを経験していることになる。同様に，GB と






























・GA および MA グループの学習者については，事前アンケートの質問の
うち a に対する回答と，事後アンケートでの回答
・GB および MB グループの学習者については，事前アンケートの質問の
うち b に対する回答と，事後アンケートでの回答

























































































































































※本研究は，2014 年度南山大学パッヘ研究奨励金 I―A―2 による研究成果の
一部である。
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